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第 3 章 群馬県方言及び新方言の研究史
第 4 章 本研究における経年調査の概要
第 1 部は理論編である。本研究の目的と方法について述べ、新方言の理論とこれまでの新方言研究を
整理しつつ、本研究の立場を明らかにした。また、 3回の経年調査の概要を述べた。






















第 4 章では、 1980年から30年間で 3 回行った調査の概要を述べた。調査地域は、先行研究による方言
区画に行政区画を加味して区分した 5 地域であり、利根沼田、吾妻、西毛、中毛、東毛と呼ぶ。調査方
法は、 3 回ともアンケート用紙に記入する方式である。第 1 回調査は1980年に、第 2 回調査は1992年に、
第 3 回調査は2010年に実施した。本研究においては、経年調査を用いることにより、群馬県における若





第 1 章 東京型新方言と地方型新方言の30年間の動態















第 2 章では、東京型と地方型の新方言が群馬県内で接触した r~のように」の 3 形式について、それ
ぞれの動態とその関係を考察した。 r~のように」の 3 形式とは、東京型の新方言がミタク、地方型の
新方言がミチヨーニ、ミトーニである。東京型の新方言ミタクは、東京から侵入し、第 l 回調査 (1980
年)では、低文体が存在せず伝播元の東京にも近い東毛ですでに盛んに使用されていた。その後、東毛
を発信元に12年間で群馬県全域に急速に広まり、地方型の新方言ミチヨーニやミトーニと交代していっ








タはそれほどではないもののチガクナッタが東毛や北毛で使用の兆しが見え始めた。第 2 回調査 (1992
年)になると、両表現ともに群馬県全域の各地域でほぼ同程度の使用率を示し、両表現の使用傾向が極
































































第 1 章 方言使用における男女差
第 2 章方言使用意識の変容
第 3 章 ラ抜きことばの変容 世代差・場面差・男女差・地域差・語蒙差
























































































を加えて 5 部からなり、 15の章から構成される。
まず、第 l 部は「理論編」であり、本研究の立場について論述する。第 1 章では本研究の目的と方法
について述べる。第 2 章では本研究の基盤となる新方言研究の理論について検討し、第 3 章では群馬県
方言と新方言の研究史を概観する。第4章で、は本研究で、行った経年調査の概要を述べる。
次に、第 2 部「群馬県における30年間の新方言の動態」は、第 1 章で、新方言を東京型新方言と地方
型新方言とに分け、 30年間のそれぞれの動態を見る。第 2 章では、東京型と地方型の新方言が群馬県内










続いて、第 3 部「群馬県における30年間のべーの動態」は、第 l 章で意志・勧誘の「ベー」について、




さらに、第 4 部「群馬県若年層における方言使用と属性」は、第 1 章で東京型と地方型の新方言の男
女差を見る。第 2 章では使用意識の問題を取り上げ、第 3 章ではラ抜きことばについて分析する。第 4
章では学校社会と方言の関係について考察する。第 4 部全体として、東京に近く首都圏に近い群馬県に
おいては、東京のことばの影響が若年層女子により強く現れることが明らかになった。
最後に、第 5 部にあたる「まとめと今後の展開」では論の全体を総括するとともに、今後の課題とし
て国語教育の立場から「広義の新方言」という考え方を提案する。
従来、新方言の研究は現在における年齢差をもとに行われることが多かったが、本論文は 3 回にわた
る経験調査から実際の言語変化を把握しているところが評価される。また、首都圏に隣接する群馬県と
いう独特なフィールドにおいて、若者が東京型の新方言と地方型の新方言にどう対応しているかを明ら
かにした点も興味深い。これらの成果は、新方言研究、群馬県方言研究に大きく寄与するものであり、
高く評価できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
つ
山
0
0
 
